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鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。 鹿児島県立図書館

ホットの１
４月23日から５月12日は「こどもの読書週間」です。それに伴い，様々な催し物を行います。こ

の機会に図書館に出かけてみませんか。
表彰式・おはなしのじかんスペシャル

日時：４月26日（日）午後２時～午後３時10分

場所：大研修室

内容：・「毎月23日は子どもといっしょに読書の日」ポスター原画コンクール表彰式

・読み聞かせ，指遊び等の楽しいおはなし会

みどりのおはなしのじかん おはなしのじかんスタンプラリー

日時：４月22日（水）：午後３時30分～午後４時 期間：４月22日（水）～５月13日（水）

５月10日（日）：午後２時30分～午後３時 内容：期間中に実施する「おはなしのじかん」に

５月13日（水）：午後３時30分～午後４時 ２回以上参加した方に記念品をプレゼント

場所：児童庭園 ※天候により変更する場合あり

内容：みどりに囲まれた戸外でのおはなし会 児童文化室では，４月22日から５月13日

までの期間は10冊貸出を行います。

ホットの２

年３回の開催予定です。都合のよい日に１回参加していただければ，ボランティアとして登録す

ることができます。県内に居住し，県立図書館のボランティアに興味・関心のある方は，どうぞ御

参加ください。

期 日：平成27年５月17日（日），平成27年９月４日（金），平成27年11月20日（金）

時 間：午後１時～午後４時45分

場 所：鹿児島県立図書館２階研修室

申込方法：Ｅメール，電話，ＦＡＸにて参加の希望，期日，お名前，連絡先をお知らせください。

Ｅメール libhoushi@pref.kagoshima.lg.jp，電話 099-224-9514，ＦＡＸ 099-224-5824

申込期限：平成27年５月12日（火）（５月17日実施分）

申込み問合せ先 県立図書館奉仕課企画指導係

《一般書》４月１５日（水） 《児童書》４月２３日（木）

○『父・マッサンの遺言』竹鶴威/著 KADOKAWA

○『47都道府県･地名由来百科』谷川彰英/著 丸善出版

○『今日も嫌がらせ弁当』ttkk/著 三才ブックス

○『母ターシャの思い出』

セス・テューダー/著 倉野雅子/訳 KADOKAWA

○『においのカゴ』石井桃子/著 河出書房新社

○『たんぽぽでんしゃ』ひろさわさえこ/作･絵 ひさかたチャイルド

○『たまごさんがころんだ！』戸田和代/作 西巻かな/絵 佼成出版社

○『アイちゃんのいる教室』 高倉正樹/ぶん･しゃしん 偕成社

○『リリコは眠れない』 高橋方子/作 松岡潤/絵 あかね書房

○『生き抜くための整体』 片山洋次郎/著 河出書房新社



日 月 火 水 木 金 土

４

月

１５★ １６ １７ １８◆

１９ ２０ ２１ ２２★ ２３ ２４ ２５

２６ ２７ ２８ ２９★ ３０

５

月

  １ ２

３ ４ ５ ６★ ７ ８ ９

１０★ １１ １２ １３★ １４ １５

○企画展 ４月22日（水）～５月13日（水）

「『毎月23日は子どもといっしょに読書の日』

ポスター原画コンクール入賞作品展」

入賞作品の展示を行います。

○児童文化室ミニ展示 ４月22日(水)～５月22日(金)

「『にじいろのほん』って知ってる？」

県立図書館おすすめの「にじいろのほん」を紹

介します。

○一般閲覧室ミニ展示 ５月１日(金)～６月２日(火)

「美しい世界を旅する」

世界遺産に関する本や旅行記，

世界の絶景に関する本を紹介しま

す。

県立図書館に届いた

図書館カレンダー

○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時

*ヒント* ※ 児童文化室は19時まで

おおきくて，はなのながーいどうぶつだよ！ 日曜日・祝日（斜字体）: ９時～17時

は，休館日。

は，学習室のみ開室（９時～17時）。

★ は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）。

◆ は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）。

は，一般閲覧室新着図書の日（４月30日,５月15日【予定】）。

は，児童文化室新着図書の日（４月23日）。

えほん『ぐるんぱのようちえん』
西内ミナミ/作 堀内誠一/絵 からのクイズ

です。

ひとりぼっちの「ぐるんぱ」は，じゃんぐ
るをでて，はたらきにでかけます。びすけっ
とやおさらつくり，くつやぴあのこうじょ
う，じどうしゃこうじょうではたらいて，さ
いごにようちえんをつくります。ところで，
ぐるんぱはなんのどうぶつだったかな？

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化室
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か しつ

にある箱に，５月１３ 日（水）までに入れてください。正解
はこ い せいかい

者のなかから 抽 選で２０人にしおりなどのプレゼントを差し
しや ちゆうせん にん さ

上げます。
あ

前回の答えは「はち」でした。たくさんの御応募ありがと
ぜんかい こた ご おう ぼ

うございました。

先日，児童文化室で本を返された方が「この本は

子どもが何度も読んだんですよ。」と話してくださ

いました。毎週水曜日に行っている『おはなしのじ

かん』でも，「このお話，知ってるよ。」と言いな

がら嬉しそうに聞いている子どもをよく見かけま

す。子どもたちは，同じ本を繰り返し読んで，いろ

いろな発見をしたり自分が知っていることの嬉しさ

を感じたりしているようです。今回話してくださっ

た方も，そのことを感じていらっしゃったようで，

繰り返し読む子どもを見守っ

ていたとのことでした。私た

ち図書館の職員は，今後も子

どもたちがそのような素敵な

本と出会える手助けをしてい

きたいと思います。

今回紹介していただいた宝本は，フリードリヒ・ニーチェ著・白取晴彦編訳の『超訳ニーチェの言葉』 （ディ
スカヴァー・トゥエンティワン） です。

僕は入学する前に，書店に本を買いに行きました。なぜなら，朝の会の時間に｢朝読の時

間｣というのがあるからです。僕は一生懸命に本を探し，そこにぽつんとあり，キラキラ光る本を

見つけました。手に取ると「ニーチェの言葉」という本でした。僕は，一度読んで即購入しまし

た。その日以来，何度この本に，僕は助けられたことか。購入以来，この本は，僕の宝本にな

りました。


